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ご挨拶
学校法人アジア学院　理事長　           　大津 健一
アジア農村指導者養成専門学校　校長　　荒川 朋子
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農村指導者研修プログラム
2015年4月１日～12日12日

私は何年もの間、地域の農民たちをどう支えれ
ばいいのか悩んでいました。
時々研修を行って堆肥の作り方を教えることは
あっても、結局農民たちは量的に十分な堆肥

を作ることができず、年々収量はおちていくばかりでした。農民
たちは食べるものにも事欠いています。私にできるのは、化学
肥料を買いなさい、と提案するくらい。でも彼らにその化学肥料
を買う金はないんです。もちろん私たちがその金を補助すること
もできません。畑の土は劣化していき、ますます収量は落ち、
私は途方にくれていました。
でもアジア学院で私はその答えを、解決のための手段を知った
んです。私はこの知識と技術をもって、農民たちを助けることが
できます。こんな幸せなことってありますか？

研修報告
副校長 ・ 教務主任　大栁 由紀子
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村のための私の夢とは、乾

燥した土地が緑になり、森

はよく保存され、牧草地は広

がりそこで家畜が草を食み、乾いた渓流や川は

再び水源となり、誰もが専業者として農業を営

み、土地は蘇りどの家庭にも一年を通して十分

な食料を得るに足る良き収穫をもたすことです。

また人々は良き生活の機会があることによって、

出稼ぎ労働者が減るのです。親たちは、子供

の教育に十分な収入があるので、不登校の子

供も減ります。

その結果、誰にも義務教育への道が開かれ、

将来的に識字率が向上し、村に教育を受けた

者が残る希望が生まれるのです。ですから家庭

はより幸せに、またより平和になるのです。村は

新鮮で健康的な、農薬を使わないものを食し、

そして最終的に平和で、楽しむことが多く、そ

して神様から恵まれた環境が全ての家族にある

のです。
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見学・交流等、研修で
お世話になった方々

順不同・敬称略
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研修時間総計： 1,965時間

有機農業、畜産、食品加工の論理的
および実践的知識の習得

カリキュラム
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地域を変える卒業生たち

０１２年卒業のキャサリン・ンタンボさんは、マラウィのリビングストニア・シノド・エイズ・

プログラムのプロジェクトオフィサーとして働いています。帰国後、彼女の派遣団体は

持続可能な農業の考え方に大変感銘を受けました。彼女はコミュニティーで「自然環境に寄り

添う農業」の研修を始めました。研修に参加した２０軒の農家のうち、馴染みのない手法で

あったためか、１軒だけが成功しました。この農家は１０ｍ×１５ｍの庭で始め、今では１エー

カーの１００％腐葉土の土地を所有しています。

２０１４年に、キャサリンさんはホホ・コミュニティにおいて子供の体力向上と若者の発展を

目指した新しいプロジェクトの役員を務めました。ホホでは、５歳以下の子供の栄養を改善す

るため、２０箇所のコミュニティ単位の子供ケアセンター（ＣＢＣＣ）にこの活動を紹介しました。

彼女はＣＢＣＣの周囲の２０軒の農家に「自然環境に寄り添う農法」を教えました。栄養不良は

地方の都市でよく起こるという経験を経て、アジア学院で学んだリーダーシップの基本、有機

農業の知識や技術、そして栄養状態を改善するための環境に調和した農業技術を地方の

ムジンバの農家の生活を変える、
自然環境に寄り添う農業

Graduate Story

農家に知ってもらおうと決心しました。すべてのＣＢＣＣは、毎朝子供達

が大豆とトウモロコシのオートミールが与えられるように、大豆とトウモロ

コシの畑を持っています。このＣＢＣＣの子供を対象にしたプロジェクト

は事業として完了しましたが、ＣＢＣＣと農家は、以前のように化学肥料

に頼らなくなり、持続性のある彼らの農法を継続しています。

農家たちの中には、この「自然環境に寄り添う農業」の重要性を証言

する人がいます。イダ・ムソフィさんは研修を受けた後に実践を試みた

際、周囲の人々からこのような農法はただ時間の無駄であると嘲笑さ

れることもありましたが、その後の彼女の成功を目の当たりにした人々

は、永続的な食料自給と農薬を使わない有機農業の第一歩を踏み出

したことに気が付きました。イダさんは「環境変化に直面する現在は、

「自然環境に寄り添う農業」は正しい実践である」と言います。「現在の

気候変動に対してもこの農法こそが最善の手段であると気が付いた。

今年は広い土地でトウモロコシを植えつける計画をしています」。別の

農家のスタバーン・バンダは、この農法を導入して以来、不安定な降

雨にも関わらずトウモロコシの出来が良いと近所から評判だと言いま

す。エレン・ズガンボさんは、この「自然環境に寄り添う農業」が、以前

のような恵の雨に見舞われなくなってしまったという天候の問題、そして

飢餓の問題を解決できる唯一の方法であると説明します。

キャサリンさんは、地方の農家が国家の食料安全保障のカギを握る

と説明します。「一般に地方の農家は化学肥料を買う余裕が無いため

２

自らの家族の食料さえ十分に収穫できません。一方、都心の人たちは

地方の農家が担う食糧生産に大いに依存している。「自然環境に寄り

添う農業」で地方の農家を力づけることは食の安全を保障するうえに

おいてベストなものであると私は感じています。この農業技術は化学肥

料が不要なので費用がかからない。また土壌改良により農産物の収

量が増えるため余剰を販売することができ、現金収入を得ることも可

能です。」 

キャサリンさん自身が中心となって「自然環境に寄り添う農業」を積極

的に広めていることを支援者達は評価し、可能性を見い出していま

す。「気候変動に直面する中、この農業技術を農家たちが習得するこ

とに対し支援者達が共感し資金供与を行う結果、農家は自給に必要

な食料を確保することができるのです。」「アジア学院での学びによっ

て、発棄物と見なされるものを資源として再発見し、将来を見据える目

を開くことができた。」

更に彼女は HIV/AIDS と農業との間に密接な関係を見る心を研

ぎ澄ましてくれたと続けます。HIV/AIDSと闘いながら生きている、あ

るいは差別を受けている人々は栄養豊富な食料を必要としています。

キャサリンさんは、アジア学院で学ぶ以前から関わっていた

HIV/AIDSプログラムと「自然環境に寄り添う農業」とを結び付けるこ

とでコミュニティが包括的に改善するよう、意欲的に活動しています。

学生募集・卒業生ネットワーク担当　キャシー・フローディ
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０１２年卒業のキャサリン・ンタンボさんは、マラウィのリビングストニア・シノド・エイズ・

プログラムのプロジェクトオフィサーとして働いています。帰国後、彼女の派遣団体は

持続可能な農業の考え方に大変感銘を受けました。彼女はコミュニティーで「自然環境に寄り

添う農業」の研修を始めました。研修に参加した２０軒の農家のうち、馴染みのない手法で

あったためか、１軒だけが成功しました。この農家は１０ｍ×１５ｍの庭で始め、今では１エー

カーの１００％腐葉土の土地を所有しています。

２０１４年に、キャサリンさんはホホ・コミュニティにおいて子供の体力向上と若者の発展を

目指した新しいプロジェクトの役員を務めました。ホホでは、５歳以下の子供の栄養を改善す

るため、２０箇所のコミュニティ単位の子供ケアセンター（ＣＢＣＣ）にこの活動を紹介しました。

彼女はＣＢＣＣの周囲の２０軒の農家に「自然環境に寄り添う農法」を教えました。栄養不良は

地方の都市でよく起こるという経験を経て、アジア学院で学んだリーダーシップの基本、有機

農業の知識や技術、そして栄養状態を改善するための環境に調和した農業技術を地方の

農家に知ってもらおうと決心しました。すべてのＣＢＣＣは、毎朝子供達

が大豆とトウモロコシのオートミールが与えられるように、大豆とトウモロ

コシの畑を持っています。このＣＢＣＣの子供を対象にしたプロジェクト

は事業として完了しましたが、ＣＢＣＣと農家は、以前のように化学肥料

に頼らなくなり、持続性のある彼らの農法を継続しています。

農家たちの中には、この「自然環境に寄り添う農業」の重要性を証言

する人がいます。イダ・ムソフィさんは研修を受けた後に実践を試みた

際、周囲の人々からこのような農法はただ時間の無駄であると嘲笑さ

れることもありましたが、その後の彼女の成功を目の当たりにした人々

は、永続的な食料自給と農薬を使わない有機農業の第一歩を踏み出

したことに気が付きました。イダさんは「環境変化に直面する現在は、

「自然環境に寄り添う農業」は正しい実践である」と言います。「現在の

気候変動に対してもこの農法こそが最善の手段であると気が付いた。

今年は広い土地でトウモロコシを植えつける計画をしています」。別の

農家のスタバーン・バンダは、この農法を導入して以来、不安定な降

雨にも関わらずトウモロコシの出来が良いと近所から評判だと言いま

す。エレン・ズガンボさんは、この「自然環境に寄り添う農業」が、以前

のような恵の雨に見舞われなくなってしまったという天候の問題、そして

飢餓の問題を解決できる唯一の方法であると説明します。

キャサリンさんは、地方の農家が国家の食料安全保障のカギを握る

と説明します。「一般に地方の農家は化学肥料を買う余裕が無いため

自らの家族の食料さえ十分に収穫できません。一方、都心の人たちは

地方の農家が担う食糧生産に大いに依存している。「自然環境に寄り

添う農業」で地方の農家を力づけることは食の安全を保障するうえに

おいてベストなものであると私は感じています。この農業技術は化学肥

料が不要なので費用がかからない。また土壌改良により農産物の収

量が増えるため余剰を販売することができ、現金収入を得ることも可

能です。」 

キャサリンさん自身が中心となって「自然環境に寄り添う農業」を積極

的に広めていることを支援者達は評価し、可能性を見い出していま

す。「気候変動に直面する中、この農業技術を農家たちが習得するこ

とに対し支援者達が共感し資金供与を行う結果、農家は自給に必要

な食料を確保することができるのです。」「アジア学院での学びによっ

て、発棄物と見なされるものを資源として再発見し、将来を見据える目

を開くことができた。」

更に彼女は HIV/AIDS と農業との間に密接な関係を見る心を研

ぎ澄ましてくれたと続けます。HIV/AIDSと闘いながら生きている、あ

るいは差別を受けている人々は栄養豊富な食料を必要としています。

キャサリンさんは、アジア学院で学ぶ以前から関わっていた

HIV/AIDSプログラムと「自然環境に寄り添う農業」とを結び付けるこ

とでコミュニティが包括的に改善するよう、意欲的に活動しています。

自然環境に寄り添う農業で地方の農家を
力づけることは食の安全を保障するうえ
においてベスト。
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卒業生が直面する困難と
学生選考の課題
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アジア学院の農場
副校長 ・ 教育部長 ・ 農場長　荒川 治
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副理事長・復興事業財務担当　遠藤抱一

震災復興特別事業完了報告
２０１１年３月～２０１６年３月

16



復興特別寄付金寄付者名簿
（100万円以上）

復興事業内容
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サポーターとつながる
事務局長　佐久間 郁

18



国内支援者・支援団体

（10万円以上の寄付 ・順不問）

海外支援者・支援団体

（10万円以上の寄付 ・順不問）
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2015
つながる活動のいろいろ

イベント
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交流プログラム

短期研修
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ビジタープログラム
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海外支援者とのつながり
AFARI専務理事　Ｊ ・ B フーバー 
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貸借対照表
2015/4/1 ～ 2016/3/31

監事 監事

学校法人アジア学院寄付行為第 7条の規定に基づき、
２０１５年度の事業および会計の状況について監査し
た結果、適性に執行されたものと認めます。

２０１５年５月５日
学校法人 アジア学院

監査報告

会計報告
事務局長　佐久間 郁
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消費収支計算書
2015/4/ 1 ～ 2016/3/31
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放射能を測定する

　　　国や地方政府は放射能に関する食の安全性を声高に訴えていま

すが、本当に全ての食材を充分に測定できているのか、疑問に感じてい

ます。私たちは自分たちで放射能測定を行うことによって、安全なものと

は何かを実感を持って知ることができました。少なくとも西那須野の地域

においては、地元で栽培された穀物飼料で肥育されている畜産品は安

全であることが確認されていますが、きのこ類や木の実類、野生動物の

肉などからは依然として安全とは言えない放射能測定値が検出されてお

ります。放射能から子どもを守るという見地に立ち今後もアジア学院のボ

ランティアとして、放射能測定とその分析、啓蒙などに携わっていきたい

と考えています。

「地域の為、子供たちの為に測定を続け

てくれていることに感謝します。私たちは

毎日の給食を測定しています。私たちは

子供達がどれだけ放射能を取り込んでい

るかを知り、子供達に安全なものを提供

していく義務があると考えています。アジ

ア学院ベクレルセンターは 10 年といわず

測り続けていってほしいと願っています。」

アジア学院ベクレルセンター 担当　山下 崇

「家庭菜園をやっており、作った野菜を子

供や孫に安心して食べさせたいという思

いから測定をお願いしています。丁寧な

測定と説明に感謝しています。」
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職員

役員

評議員

ボランティア

２０１５年度
コミュニティ
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That We May Live Together

442-1 Tsukinokizawa, Nasushiobara,
Tochigi, 329-2703 JAPAN

TEL +81-287-36-3111 FAX +81-287-37-5833 WEB  www.ari-edu.org

EMAIL  info@ari-edu.org
FACEBOOK  
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2015年度卒業生
研究科

卒業生インターン

農村開発科


